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熊本県天草家畜保健衛生所

高病原性鳥インフルエンザ等の防疫対策の徹底について
～一斉点検の実施について～

高病原性鳥インフルエンザについては、昨シーズンの家きん飼養農場における
発生は過去最多となる２６道県８４事例、約１，７７１万羽が殺処分の対象とな
りました。近年、日本で分離された系統に属するＨ５亜型ウイルスによる本病の
世界的流行が韓国、台湾、欧州や北米等で認められています。また、本年７月後
半には、南樺太で発見された死亡野鳥からＨ５Ｎ１亜型ウイルスが検出された事
例が報告されています。
このような状況を踏まえると、今秋以降も、本病に対する厳重な警戒が必要と

考えられます。家きん飼養者の皆様におかれましては、渡り鳥が飛来するシーズ
ンを迎えるにあたり飼養衛生管理基準の遵守の再徹底に加え、昨年同様、次の事
項について令和５年１０月～令和６年５月の自己点検の報告についてご協力をお
願い致します。畜産関係者の皆様におかれましても、農場に出入りの際は飼養衛
生管理基準に御留意いただきますよう御協力をお願いします。
なお、熊本県においては毎年11月１日から翌年の４月３０日までの期間を「高

病原性鳥インフルエンザ特別防疫対策期間」と定め、本病の発生予防などの防疫
対策の強化に努めています。

家きん飼養農場における飼養衛生管理基準の遵守の徹底
（１）衛生管理区域に立ち入る者の手指消毒等（項目１３）
（２）衛生管理区域専用の衣服及び靴の設置並びに使用（項目１４）
（３）衛生管理区域に立ち入る車両の消毒等（項目１５）
（４）家きん舎に立ち入る者の手指消毒等（項目２０）
（５）家きん舎ごとの専用の靴の設置及び使用（項目２１）
（６）野生動物の侵入防止のためのネット等の設置、点検及び修繕（項目２４）
（７）ねずみ及び害虫の駆除（項目２６）

野鳥における高病原性鳥インフルエンザ発生（疑い事例）について

北海道美唄市で令和５年１０月４日にハシブトガラスの
死亡野鳥1羽が回収され、同日に簡易検査を実施したとこ
ろ、A型鳥インフルエンザウイルスの陽性反応が確認され
た旨の報告がありました。本事例は、今シーズンで１例目
の野鳥における高病原性鳥インフルエンザ発生が疑われる
事例となります（昨年度は、９月２５日神奈川県伊勢原市
で初発）。本事例については、遺伝子検査を実施し、高病
原性鳥インフルエンザであるか否かを確認中です。

美唄市
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毎月20日は「くまもと家畜防疫の日」

豚熱ワクチン接種における登録飼養衛生管理者研修会の開催について

近隣諸国における海外悪性伝染病発生状況

通報

病名 型 発生地（国） 畜種 発生年月日

高病原性
鳥インフルエンザ
（HPAI）

台湾 家きん（3件） 9月

豚 令和5年9月25日

野生いのしし（51件） 9月

　令和5年(2023年)10月2日現在

アフリカ豚熱 韓国

天草地域悪性家畜伝染病対策防疫演習の開催について

令和５年度（２０２３年度）天草地域悪性家畜伝染
病対策防疫演習が１０月に開催されます。１０月4日に
は実地演習が開催され、現場事務所設営、消毒ゲート
設置、防護服着衣等が実施されました。
２５日の机上演習は、「悪性家畜伝染病発生時の対

応」等について実施する予定ですので、関係団体の
方々の参加をお願いいたします。

８月３０及び３１日に佐賀県で豚熱が確認され、
９月５日に九州全域が豚熱ワクチン接種推奨地域に
指定されました。豚熱の予防と全頭のワクチン接種
を早期に達成するため、一定の条件により農場の飼
養者が豚熱ワクチンを特別に接種できようになりま
す。その条件として必ず受講が必要な、登録飼養衛
生管理者の研修会を、天草地域では９月２０日に天
草広域本部大会議室にて開催しました。
天草管内及び管外の豚飼養者４３名が研修会を受

講し、家畜の飼養衛生管理、豚熱ワクチンの基礎知
識、豚熱ワクチンの接種方法等について研修を行い
ました。今後は農場の認定作業等を行い、ワクチン
接種完了にむけて作業を進めていきます。

研修会の様子（天草広域本部大会議室）

防護服着衣


